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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

実績は、目標値には達しなかったが、これに近い数値にはなっている。今後も継続的に新すくすくプラン後期計画を進めることに

より、成果が得られると考える。

改革改善

の考え方

①問題

点

新すくすくプラン後期計画中、お父さん応援講座が23・24年度に実施されていない。

②改革

提案

子育て応援サポーター会議において、お父さん応援講座の実施について検討する。

総事業費①+② 7,394 5,034 5,554

人件費計（千円）② 465 1,073

6,094

正規職員所要時間 130 300

臨時職員所要時間

一般財源 3,708 5,034 4,481

その他

起債

県支出金 2,777

国庫支出金 444

事業費計（千円）① 6,929 5,034 4,481 6,094

25年度予算額 特定財源内訳、補足

1,444

4,650

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　次世代育成支援地域協議会による進捗状況等の確認及び検討

２　子育て応援サポーター会議の開催

３　地域子育て情報の地域情報誌掲載

４　地域子育ち子育て応援モデル事業の実施

１　開催回数

２　開催回数

３　掲載回数

４　モデル事業数

１　　　　　１回

２　　　　 21回

３　　　　　６回

４　　　　　１件

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

新すくすくプラン後期計画対象事業

次世代育成支援対策地域協議会内に市民公募による子育て応援サポーターを設置。地域のみんなで支えあう子育ち、子育てを実現する

ため、親、子ども、地域が主体になった具体的な事業の企画、立案、実行のためのモデル事業を実施し、地域へ拡大する。また、地域の子

育て応援情報を、冊子、ホームページなどを使って情報発信する。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

64 63 66

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

子育てしやすいまちだと思う市民の割合（市民意識調査

結果）％

66

28年度見込み

一般市民(4/1,住基+外登) 106334

意図（どういう状態

にするか）

　次世代育成支援飯田市行動計画後期計画（h22-h26の

5年間）の推進により、子育てしやすいまちだと思う市民が

増える。

18歳未満人口(4/1,住基+外登) 18082向上させたい上位施

策の成果指標

子育てしやすいまちであると感じている人の割合（％）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） ・一般市民

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 37 子どもを産み育てやすい環境の充実

基本計画上

の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

課等名 子育て支援課 係等名 子育て支援係

事業種別 政策 開始 22 終了

事務事業名

会計 一般会計

次世代育成支援行動計画推進事業

37 事業№ 13 32平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 3 施策№


